
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
築
１
０
０
年
余
に
な
る
古
民
家
を

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
築
１
０
０
年
余
に
な
る
古
民
家
を

購
入
さ
れ
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
楽
し
く
暮

購
入
さ
れ
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
築
１
０
０
年
余
に
な
る
古
民
家
を

大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
築
１
０
０
年
余
に
な
る
古
民
家
を

購
入
さ
れ
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
楽
し
く
暮

購
入
さ
れ
、
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

136号
2021年７月25日

発行／高山村議会
発行責任者／松本　茂
編集／議会報編集特別委員会

志賀高原
ユネスコ
エコパーク

６月定例会
　２－３……コロナの中で生活を守る補正予算
　４…………視　察
　	 　雁田山砕石場
　	 　エコパーク須坂
　５…………議会改革アンケート調査
　６－９……一般質問
　10－ 11……移住定住 15人の意見
　12… ………わたしの声  服部夫妻

キャンセル分のワクチン	 にぎわいの場施設建設	 にぎわいの場への提案
生理用品の無償配布	 村の文化交流施設	 にぎわいの場創出事業
観光施設への支援	 給付型奨学金の支援	 村の機構改革
脱炭素社会実現への施策

一般
質問



［2］ 136136号号

６ 月
定例会

令
和
３
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
６
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
承
認
５
件
、
議
案
８
件
合
せ
て
13
件
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
発
議
は
４
件
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
８
名
が
登
壇
し
、
村
政
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
高
山
村
予
算
の
補
正
４
件

１
億
３
０
９
９
万
円
を
追
加
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主

な
も
の

①
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
給
付
金
事
業

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金

　
　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
８
３
万
円

②
経
営
健
全
化
支
援
資
金
等
利
子
補
給
事
業

　

利
子
補
給
40
件
、
保
証
料
補
助
40
件
…
…
…
…
…
…
１
１
０
０
万
円

③
バ
ス
旅
応
援
事
業

　

村
内
の
バ
ス
事
業
者
を
利
用
し
た
県
内
の
旅
行
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
０
０
万
円

④
高
山
村
事
業
継
続
給
付
金
事
業

　

売
上
減
少
額
等
に
応
じ
て
給
付
…
…
…
…
…
…
…
…
４
７
５
０
万
円

コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算（補正後）（補正後）コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算（補正後）（補正後）

高山村子育て支援センターにて。赤ちゃんとふれあい体操をしている様子。
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承
認
５
件

条
例
の
一
部
改
正
４
件

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
今
後

　

専
決
処
分
し
た
「
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

か
ら
「
令
和
２
年
度
高
山
村
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）」
ま
で
の
５
件
は
原
案
通
り
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

高
山
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
５
月
10
日
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
曜
日
及
び
時
間

　

毎
週　

月
・
火
・
木
・
金　

曜
日

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

■
接
種
方
法

集
団
接
種
（
た
だ
し
、
64
歳
以
下

の
方
は
民
間
診
療
所
等
に
よ
る
個

別
接
種
を
併
用
し
ま
す
）

■
接
種
会
場

　

高
山
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
チ
ャ
オ
ル
）

■
持
ち
物

①
接
種
券　

②
予
診
票　

③
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

■
今
後
の
予
定　

＊
64
歳
以
下
の
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
を
、
７
月
上
旬
か
ら

＊
64
歳
以
下
60
歳
以
上
の
方
は
、
７

月
中
旬
か
ら

　

そ
の
後
年
齢
順
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。（
高
校
生
も
夏
休
み

に
検
討
中
）

＊
接
種
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
接

種
券
に
あ
わ
せ
、
接
種
日
時
を
指

定
し
た
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
︱
２
４
２
︱
１
０
３
３

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
村
民

生
活
課
保
健
予
防
係
）

①
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

②
高
山
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

③
高
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

④
高
山
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 全

員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算（補正後）（補正後）コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算コロナ禍の中で 生活を守る  総額  43億4399万円の予算（補正後）（補正後）
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地元仁礼町区のご理解とご協力をいただいて完成した「エコパーク須坂」の全景。

階段採掘法により、今期 6年間で信越建商（標高 605m～ 550m）藤森砕石
（612m～ 590m）掘り下げ採取予定。
法面（残壁）標高 10m毎に６mのベンチ（50m毎に 10mのベンチ）を設け
客土し在来種のコナラ、クヌギ、ミズナラ等植樹。

常
任
委
員
会
合
同
視
察　
５
月
12
日

安
全
な
最
終
処
分
場
「
エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
」

雁
田
山
砕
石
場
現
地
視
察

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
視
察
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
の
２
月
か
ら

稼
働
を
始
め
た
須
坂
の
最
終
処
分
場
を
、

総
務
文
教
と
民
生
産
建
常
任
委
員
会
で
合

同
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
愛
称
は
「
エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
」

で
、
焼
却
施
設
か
ら
出
た
溶
融
ス
ラ
グ
な

ど
を
埋
め
立
て
処
分
し
ま
す
。

　

高
山
村
は
生
ゴ
ミ
を
村
の
地
力
増
進
施

設
で
た
い
肥
化
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
他

の
ゴ
ミ
処
理
は
加
盟
す
る
長
野
広
域
連
合

（
９
市
町
村
）
の
施
設
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

連
合
で
は
長
野
市
と
千
曲
市
に
ご
み
焼
却

施
設
を
、
そ
こ
で
出
た
溶
融
ス
ラ
グ
な
ど

を
埋
め
立
て
処
分
す
る
最
終
処
分
場
を
須

坂
市
に
整
備
す
る
事
業
を
進
め
て
お
り
、

長
野
市
の
焼
却
施
設
「
な
が
の
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平
成
31
年
３
月

１
日
か
ら
稼
働
し
、
発
生
熱
に
よ
る
高
効

率
発
電
や
隣
接
す
る
サ
ン
マ
リ
ー
ン
な
が

の
へ
熱
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
は
亀
倉
に
10
・
６
ha

の
広
さ
を
持
ち
、
焼
却
施
設
で
処
理
さ
れ

た
モ
ノ
が
最
後
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
。
遮

水
シ
ー
ト
や
飛
散
防
止
な
ど
安
全
対
策
に

特
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
浸
み
込
ん
だ

出
席
者

　

議
会　

委
員
11
名　

事
務
局
２
名

　

行
政
所
管
課

　
　

企
画
財
政
係
長
、
建
設
係
長

事
業
者

藤
森
砕
石
㈱　

㈱
信
越
建
商　

　

藤
森
砕
石　

信
越
建
商
、
各
工
場
長

に
、
岩
石
採
取
計
画
に
基
づ
く
進
捗
状

況
な
ど
事
業
概
要
、
最
終
残
壁
部
分
の

恒
久
緑
化
状
況
、
公
害
（
粉
塵
な
ど
）

へ
の
対
応
等
々
の
説
明
を
受
け
る
。

事
業
概
要

今
期
認
可
期
間

　

平
成
28
年
９
月
21
日
～

　

令
和
４
年
９
月
20
日
（
６
年
間
）

　

今
期
採
取
実
績
（
Ｒ
３
年
３
月
末
）

　
　

藤
森
砕
石　

93
・
６
万
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
率
62
％

　
　

信
越
建
商　

88
・
２
万
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
率
54
％

緑
化
状
況
（
暫
定
緑
化
）

上
部
か
ら
10
段
目　

標
高
６
１
０
ｍ
ま

で
緑
化
済
み

公
害
へ
の
対
応

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
散
水
車
で
工
場
内

雨
水
を
処
理
す
る
能
力
は
１
日
当
た
り
60

㎥
と
十
分
で
安
心
で
す
。

（
西
條
正
純
）

の
粉
塵
飛
散
防
止
（
駒
場
区
へ
の
飛
散

防
止
に
努
め
て
い
る
）

毎
週
末
を
「
道
路
清
掃
の
日
」
と
決
め

隣
接
道
路
の
清
掃

　
　
　
　
　
　
　
（
西
原
澄
夫
）

砕
石
問
題
調
査
特
別
委
員
会

５
月
12
日 

午
前
９
時
（
採
掘
現
場
標
高
５
９
８
ｍ
で
開
催
）
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令和３年議会改革に関するアンケート調査令和３年議会改革に関するアンケート調査
高山村議会高山村議会

　村議会に対し村民の皆さんがどのような考え、要望をお持ちになっているかをお聞きし今後の議会改
革の道筋を決める参考にさせて頂きます。

今回の調査方法
　①対  象  者：村内 18 歳以上の有権者 300 人
　②抽出方法：地区別、年齢別、男女別の階層抽出
　③回収状況：回収数 149 人　回収率 49.7％（男性 47％、女性 48％、回答したくない５％）

アンケート結果（今回は主なところを抜粋しての報告になります。くわしくは、村 HPをご覧ください。）

　

５
月
７
日
長
野
市
内

の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令

和
３
年
春
の
叙
勲
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
元
村
議
会

議
長
山
嵜
秀
治
氏
が
、
９

期
35
年
余
り
の
長
き
に

わ
た
る
議
員
活
動
の
功

績
に
よ
り
、
旭
日
双
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
議
会
議
員
初
の
快

挙
に
、
驚
喜
、
議
会
一
同

心
よ
り
、
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

叙勲　地方自治功労叙勲　地方自治功労
旭日双光章受賞旭日双光章受賞

山嵜秀治元村議会議員

村議会議員の仕事内容や報酬等に魅力を感じない、内容が
わからない等と考える人が約４割。

報酬は、「適当」が 56％で、うち女性が 65％、男
性が 47％。20、40、80 歳代が７割程度。

「少ない」は、22％で、うち女性が 13％、男性が
33％。30、60 歳代が４割程度。

定数は「適当」が、男女ともに 63％。
「多い」は、40、60、70 歳代が３割を超えている。
「多い」は、「少ない」と比較し、多くなっている。

未回答 ７％ 未回答 10％
少ない

２％

少ない
22％

多い 28％

議会や政治に
興味がない

13％

わからない ４％

その他 ５％

未回答 １％

政治（家）に対する
イメージが悪い

９％

議員になって民意を
行政に反映させたい

１％

村議会議員の
仕事がわからない

17％

村議会議員の仕事に
魅力を感じる

１％

村議会議員の仕事に
魅力を感じない

16％

議会や政治に
関心がある

３％

村議会議員の報酬等
の待遇に魅力を感じ
ない（生活への不安）

９％

家族や周囲に
反対がある

２％

家族や周囲の
応援があれば
立候補したい

１％

適当
63％

適当
56％

議員定数 議員報酬

立候補についての考え

多い 12％

今の仕事と今の仕事と
両立できない両立できない

18％18％
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キ
ャ
ン
セ
ル
分
ワ
ク
チ
ン
を

人
命
救
助
に
携
わ
る
人
へ

２年ぶりの入山規制解除を控え、急峻な地形の危険個所
にロープを張る遭対協の隊員たち。

山田牧場の夏の植物 2点。
毎年 6 月上旬に小さなかわい
らしい花が咲いていますので、
牧場で直接ご覧ください。施設
の建設場所に少なくみても数十
年以上は咲いています。
そのほかにもたくさんの花が咲
いています。

　

   

当
面
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
し

早
期
に
完
了
す
る

答
　
　

河
野
大
臣
の

「
ワ
ク
チ
ン
を
廃
棄

せ
ず
、
自
治
体
の
裁
量
で
有
効
活

用
し
て
ほ
し
い
」
の
発
言
の
あ

と
、
多
数
の
自
治
体
で
キ
ャ
ン
セ

ル
分
ワ
ク
チ
ン
を
、
消
防
士
や
教

職
員
、
保
育
の
職
員
に
回
し
て
い

ま
す
。
村
も
、
人
命
救
助
に
携
わ

る
遭
対
協
の
隊
員
や
保
育
園
職
員

へ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
ワ
ク
チ
ン

を
回
す
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

村　

長

　

村
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

を
破
棄
せ
ず
、
キ
ャ
ン

セ
ル
を
想
定
し
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
優
先

に
接
種
し
て
お
り
、
当

面
は
、こ
の
方
針
に
沿
っ

て
、
高
齢
者
接
種
の
早

期
完
了
に
努
め
ま
す
。

遭
対
協
の
活
動
は
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
隊
員

に
十
分
な
免
疫
が
つ
く

に
は
、
６
月
27
日
ま
で

の
入
山
規
制
に
、
日
程

的
に
間
に
合
わ
な
い
と

考
え
ま
す
。

問

　
　

副
反
応
は
２
回
目
が
重
く
な

り
、
夫
婦
で
同
じ
日
に
接
種
す
る

と
、
稀
に
共
倒
れ
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
夫
婦
と
も
に
副
反

応
が
あ
る
と
き
は
、
２
回
目
の
接

種
日
を
ず
ら
す
な
ど
の
工
夫
を
求

め
ま
す
。

村　

長

　

２
回
目
に
つ
い
て
も
、
十
分
な

体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

問

西 條  正 純西 條  正 純   議 員議 員

山
田
牧
場
施
設
建
設
に
つ
い
て

①フデリンドウ

②ベニバナイチヤクソウ

　

   

令
和
4
年
度
事
業
と
し
た
い

答
　
　

山
田
牧
場
の

施
設
建
設
は
、「
貴

重
植
物
の
確
認
な

ど
に
日
数
を
要
し

た
た
め
」
工
事
が
中
止
さ
れ
た
。

建
設
計
画
全
般
に
わ
た
っ
て
、
皆

さ
ん
の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
た
の

か
疑
問
。
①
希
少
植
物
の
存
在
確

認
は
何
時
に
な
る
か
。
②
今
後
の

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

産
業
振
興
課
長

　

①
そ
の
植
物
が
貴
重
で
保
護
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
、
移

植
さ
れ
た
も
の
か
、
希
少
性
に
つ

い
て
調
査
中
。
調
査
完
了
は
８
月

末
を
予
定
し
、
速
や
か
に
関
係
者

に
説
明
す
る
。
②
広
報
２
月
号
で

提
案
や
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
に
ぎ
わ
い
の
場
検
討
委
員

会
や
牧
場
区
、
研
究
会
と
協
議
す

問

湯 本  辰 雄湯 本  辰 雄   議 員議 員

る
。
建
設
予
定
地
近
接
の
事
業
者

と
連
携
も
検
討
。
今
年
度
中
に
業

務
完
了
し
、
令
和
４
年
度
事
業
と

し
た
い
。

　
　

以
前
村
長
が
「
旧
仙
人
小
屋

が
㈱
山
田
牧
場
の
所
有
と
な
っ
た

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
」
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
㈱
山

田
牧
場
は
一
民
間
業
者
だ
。
ど
の

よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
も
、
施
設

に
影
響
が
あ
る
と
は
思
え
な
い

が
。

産
業
振
興
課
長

　

旧
仙
人
小
屋
は
予
定
地
の
近
接

地
。
新
た
な
宿
泊
施
設
と
し
て
秋

を
目
指
し
て
営
業
予
定
。
に
ぎ
わ

い
の
場
と
重
な
る
業
務
な
ら
建
設

計
画
か
ら
外
す
な
ど
、
両
方
が
連

携
し
て
人
を
集
め
ら
れ
る
施
設
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
。

問

一 般 質 問一 般 質 問
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県
内
外
に
広
が
り
始
め
て
い

る
生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ
い

問

て
、
村
で
も
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

村
民
生
活
課
長

　

現
在
、
災
害
備
蓄
品
と
し
て
生

理
用
品
を
備
蓄
し
て
い
な
い
た

め
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で
生
理

用
品
に
関
す
る
予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
今
後
実
情
等
を
見
極
め
た

上
で
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
　

心
身
共
に
大
切
な
成
長
の
時

期
で
あ
る
小
学
生
中
学
生
の
た

め
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用

品
の
設
置
が
出
来
な
い
か
。

教
育
長

　

生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に
配
備
す

る
こ
と
は
管
理
衛
生
面
か
ら
も
適

当
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
学
校
の
保
健
室
に
置
く
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
保
健
室
で
管
理
し
、
必
要
に

応
じ
て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

達
の
悩
み
等
の
相
談
に
応
じ
て
、

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
支
援

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

問

山
田
牧
場
に
ぎ
わ
い
の
場
へ
の提

案
に
つ
い
て

生
理
用
品
の

無
償
配
布
に
つ
い
て

　

   

で
き
る
限
り
計
画
に
反
映
し
て
参
り
た
い

答

　

   

検
討
し
て
参
り
た
い

答

　
　

広
報
２
月
号

で
募
集
し
、
集
ま
っ
た
に
ぎ
わ
い

の
場
を
取
り
戻
す
ご
提
案
等
の
今

後
の
対
応
は
。

産
業
振
興
課
長

　

８
月
末
頃
に
報
告
書
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
希
少
植
物

に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

に
ぎ
わ
い
の
場
構
想
検
討
委
員
会

や
地
元
の
山
田
牧
場
区
、
奥
山
田

野
草
植
物
研
究
会
の
皆
様
と
の
協

議
の
場
に
お
い
て
お
示
し
し
、
で

き
る
限
り
ご
提
案
等
を
計
画
に
反

映
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

髙 井  央 葉髙 井  央 葉   議 員議 員

村
の
文
化
交
流
施
設
に
つ
い
て

　

   

具
体
的
な
計
画
策
定
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

答
　
　

①
現
在
の
公

民
館
は
、
安
全
面
か

ら
今
後
何
年
使
用
で

き
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

②
数
年
前
に
示
さ
れ
た
、
高
額
過

ぎ
る
建
設
費
は
ど
の
様
に
算
出
し

た
の
か
。

③
今
後
人
口
減
少
が
進
み
、
財
源

不
足
な
ど
に
よ
り
施
設
の
建
替
え

が
出
来
な
く
な
る
心
配
が
あ
る
の

で
、
施
設
の
在
り
方
を
多
目
的
に

将
来
の
村
民
の
為
に
も
、
早
期
に

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

　

村
の
文
化
交
流
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
高

山
村
文
化
振
興
懇
話
会
を
設
置
し

現
状
と
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
に

は
高
山
村
文
化
交
流
活
動
拠
点
施

設
整
備
構
想
検
討
委
員
会
か
ら
答

申
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
施
設

基
本
構
想
に
基
づ
い
て
「
固
定
席

３
５
０
席
の
ホ
ー
ル
」「
図
書
館
」

な
ど
の
条
件
で
建
設
費
を
算
出
し

ま
し
た
。
し
か
し
公
民
館
は
昭
和

五
十
四
年
に
開
館
し
現
在
四
十
二

年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
十
五

問

黒 岩  清 道黒 岩  清 道   議 員議 員

年
前
に
行
っ
た
耐
震
診
断
で
は
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
す
が
、
法
定

耐
用
年
数
だ
け
で
申
し
上
げ
ま
す

と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

場
合
、
長
い
も
の
で
五
十
年
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
単
純
に

計
算
し
ま
す
と
残
り
８
年
余
り
の

使
用
年
数
と
な
り
ま
す
。
今
後
本

村
も
人
口
は
減
少
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
村
で
は
施
設
の

課
題
を
整
理
し
て
、
改
修
又
は
建

て
替
え
を
判
断
す
る
時
期
を
迎
え

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
な
ど

を
踏
ま
え
て
具
体
的
な
計
画
策
定

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

昭和 54年４月開館の公民館。

一 般 質 問一 般 質 問
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村
長
公
約
の

に
ぎ
わ
い
の
場
創
出
事
業
に
つ
い
て

　

   

山
田
牧
場
を
優
先
に
進
め
た
い

答
　
　

に
ぎ
わ
い
の

場
構
想
で
は
、
山

田
牧
場
の
施
設
建

設
が
希
少
植
物
保
護
で
進
ん
で
い

な
い
が
、
解
決
は
い
つ
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

山
田
牧
場
以
外
の
５
か
所
を
先

行
し
た
ら
ど
う
か
。
高
井
側
か
ら

始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
村

の
入
り
口
で
、
コ
ン
ビ
ニ
や
店
舗
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
あ

り
、
人
の
出
入
り
の

多
い
地
域
で
あ
り
ま

す
。村　

長

　

奥
山
田
野
生
植
物

研
究
会
の
皆
さ
ん
か

ら
３
２
４
名
分
の
署

名
と
要
望
書
が
村
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
究
会
の

皆
さ
ん
と
現
地
で
観

察
会
や
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
ご

理
解
を
い
た
だ
け
な

い
た
め
、
筑
波
大
学

に
、
開
発
予
定
地
内

の
希
少
植
物
の
調
査

問

結
果
を
最
終
報
告
し
て
い
た
だ

き
、
研
究
会
の
皆
さ
ん
と
再
度
、

ど
の
よ
う
な
保
護
対
策
を
講
じ
れ

ば
よ
い
か
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

山
田
牧
場
は
、
牧
場
の
存
続
な

ど
も
含
め
、
極
め
て
緊
急
性
の
高

い
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
の

で
、
当
面
は
山
田
牧
場
を
優
先
に

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

観
光
施
設
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

   

被
害
状
況
把

握
は
大
変
難
し
い

答
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
村
内
の
観
光

施
設
の
被
害
状
況
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
ま
た
、
支
援
の
成
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

村　

長

　

旅
館
業
や
観
光
客
相
手
の
飲
食

業
、
小
売
業
な
ど
大
き
な
影
響
を

受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
年

問

水 谷  　 清水 谷  　 清   議 員議 員

コロナ禍、暖冬によるスキー客減少。

山田牧場の放牧風景。

柴 田  弘 男柴 田  弘 男   議 員議 員

　
　

村
内
の
奨
学
金
制
度
は
貸
与

型
で
あ
り
、
学
校
卒
業
後
の
返
済

は
低
所
得
の
一
人
親
世
帯
は
、
返

済
が
子
ど
も
達
の
生
活
に
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
返
済
金
額
と
返
済

期
限
の
実
態
と
給
付
型
支
援
に
つ

い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
次
長

　

村
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
な
、
村
内
在
住
の

高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
大
学
な

ど
に
在
学
す
る
方
々
に
年
間
最
大

60
万
円
の
無
利
子
型
奨
学
金
を
貸

与
し
て
お
り
ま
す
。返
済
期
間
は
、

最
大
12
年
の
償
還
と
な
り
ま
す
。

基
金
の
総
額
は
約
１
億
円
で
あ
り

令
和
２
年
度
末
で
利
用
者
は
72
名

で
あ
り
ま
す
。

　

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
、
県
内
で
６
団

体
と
少
な
い
状
況
で
、
公
平
性
の

確
保
な
ど
大
変
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問 以
上
に
長
期
化
し
て
お
り
全
体
と

し
て
被
害
状
況
把
握
は
大
変
難
し

い
状
況
で
す
。

給
付
型
奨
学
金
の

支
援
に
つ
い
て

　

   

公
平
性
の
確
保
な
ど

大
変
難
し
い

答

一 般 質 問一 般 質 問
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脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て

パーテンションの中でパソコンに向かう職員、人口対策や危機管理などの多くの課題に、迅速に対応でき、
やりがいを感じる組織の改編を望む。

　

   「
第
二
期
環
境
基
本
計
画
」
に
お
い
て

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
る

答
　
　
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に

つ
い
て
、
高
山
村

は
具
体
的
な
計
画
・

方
針
を
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村　

長

　

村
で
は
こ
れ
ま
で
「
高
山
村
地

球
に
や
さ
し
い
環
境
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
日
本
版
「
首
長
誓
約
」

に
誓
約
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
誓
約
を
具
体
的
に
進
め
て

い
く
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
5

か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
高
山

村
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
そ
の
目
標
達
成

に
向
け
て
、
周
知
・
啓
発
な
ど
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　

国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
本
年
度
策
定
す
る「
第
二
期
環

境
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、環
境
へ

の
負
荷
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、持

続
可
能
な
社
会
と
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
実
現
に
向
け
て
、施
策
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
、
太
陽
光
・
火
力
・
風
力
・
地

熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、

村
が
力
を
入
れ
る
べ
き
は
水
力
発

電
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
思
う
が

村
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

村　

長

　

本
村
に
お
い
て
、
今
後
実
用
化

問

問

の
可
能
性
が
高
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
水
力
発
電
・
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

小
水
力
発
電
の
設
置
要
望
が

民
間
企
業
か
ら
有
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
自
主
財
源
の
確
保
の
観

点
か
ら
も
、
受
け
入
れ
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
よ
く
検
討
し
受

け
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

村　

長

　

水
力
発
電
は
本
村
に
お
い
て
実

用
化
の
可
能
性
が
高
く
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
て
有
効

な
手
段
と
考
え
て
い
る
が
、
専
門

家
の
意
見
や
水
利
権
者
な
ど
、
広

く
村
民
の
意
見
を
お
聞
き
し
た
上

で
総
合
的
に
判
断
し
て
参
り
た

い
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
と

事
業
化
に
つ
い
て
は
、
村
の
広
大

な
森
林
の
木
材
を
活
用
で
き
る
と

と
も
に
、
森
林
の
整
備
・
地
域
経

済
の
循
環
も
図
れ
る
な
ど
村
に
最

適
な
事
業
と
考
え
る
が
。

村　

長

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
と
事

業
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
変

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
助
成
制
度
や
先
進
自

治
体
の
事
例
等
を
調
査
・
研
究
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問問

酒 井  康 臣酒 井  康 臣   議 員議 員

村
の
機
構
改
革（
役
場
組
織
の
改
編
）につ

い
て

　

   

行
政
課
題
に
、
的
確
に
対
応
で
き
る

組
織
作
り
が
必
要
と
思
っ
て
い
る

答
　
　

村
長
が
最

も
重
き
を
置
い

て
い
る
施
策（
人
口
対
策
、
観

光
誘
客
事
業
等
）
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
村

の
機
構
改
革
（
役
場
組
織
の

改
編
）が
必
要
と
考
え
る
が
。

村　

長

　

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
人

口
対
策
や
危
機
管
理
体
制
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
、
迅
速
か

つ
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
時

代
に
即
し
た
業
務
を
適
切
に

執
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

現
時
点
に
お
け
る
業
務
分
担

内
容
を
検
証
し
た
う
え
で
、

今
後
、
様
々
な
行
政
課
題
に
、

的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
作

り
が
必
要
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
県
内
の
自
治
体
や

同
規
模
町
村
な
ど
の
組
織
体

制
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問

西 原  澄 夫西 原  澄 夫   議 員議 員

一 般 質 問一 般 質 問
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・農業（りんご、ぶどう）
　2018 年に農業をするため
に移住してきました。高山
村は美味しい作物が獲れて、
景色がきれいで温泉や牧場
もあり、とても豊かな所だ
と感じています。この豊か
さを築いてきた村の方々に
感謝しつつ、日々農作業に
励んでいます。

山田  昌弘 さん
（茨城県出身）

桝形区

　夫、子ども３人との５人暮
らし。夫婦共働きで奮闘中！
　高山村にきて、５年になり
ました。
　自然の中で、季節を感じな
がら生活できること、会うと
声をかけてくださる方々が
たくさんいること。そんな素
敵な環境で安心して過ごせ
る毎日が、私たち家族の元気
の源です！

黒岩  智実 さん
（長野市出身）

紫区

　山とウィンタースポーツ
が好きで長野市に移住。子
どもが１歳のとき、より自
然が豊かな場所を探して高
山村に移住しました。高山
はほんとに自然が豊かで、
子どもは虫や花が大好きに
なり、のびのび遊んでいま
す。いろいろなことに挑戦
している方も多く、とても
素敵なところです。

本多  信丈 さん
（群馬県出身）

　　  暁子 さん
（富山県出身）

中原区

・高山村の平飼い卵（むらたま）
　持続可能な平飼い養鶏をス
タートして２年、たくさんの
応援のおかげで、少しずつ形
になってきました。
　高山村の飲食店、温泉旅館
には、むらたま卵を使った料
理、スイーツもあります。現
在「高山村のお土産」開発中。
高山村 PR の一助となるよう
頑張ります。

村内  倫子 さん
（熊本県出身）

宮関区

　ワイン葡萄栽培とワイン作
りのため５年前に埼玉から高
山村に引越してきました。中
原区の就農住宅に住んでいま
す。二ツ石や黒部地区の畑で
ワイン葡萄を育てており、今
年初めての収穫を予定してい
ます。男の子２人と日々自然
を満喫しています。

丸山  敦志 さん
　　  明日美 さん

（宮城県出身）
中原区

　「子育てするなら高山村
がいいですよ」というある
方からの言葉をきっかけに、
高山村に移住して４年が過
ぎました。ここに来なけれ
ば出会えなかったたくさん
の方や、気の置けない友人
たちに支えられて子育てが
できることに日々感謝して
います。

市川  由樹 さん
　　  ゆりか さん

（飯山市出身）
中原区

・ブドウ農家
　ご縁があり３年前に高山村に
引っ越しをしてきました。現在
多くの人に支えていただきなが
らブドウの仕事に携わらせてい
ただいています。皆様と笑顔で
失礼のないよう仕事を前向きに
頑張りたいと思います。皆様に
出会える時間を大切にしていけ
る家族でありたいと思います。
よろしくお願い致します。

石川  正俊 さん
（信濃町出身）

荒井原区

・ワインブドウ、生食ブドウ
栽培

　自然豊かないい環境で子
育てをしたい、ワインを原
料からつくりたい、という
考えから移住先を探しまし
た。東御市に移住した方か
ら、高山村はワイン産地に
しようと村をあげて取組ん
でいる、と聞いたことがきっ
かけとなりました。

波多野  伸二 さん
　　　  牧子 さん

（東京都出身）
緑ケ丘区

たかやまたかやまにに 移住定住移住定住 を された皆さんに聞きましたを された皆さんに聞きました
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・菓子、食品製造業
　高山村では、空き家バンクと
人づての話が重なり、今住んで
いる家にたどり着きました。約
100 年間、この場所に地域の人達
とあり続けた風景に自分たちが
参加できる不思議と縁を感じて
います。今までの仕事を通して、
中山間地の特色を生かし、価値
を付与できる事を見つけるのが
私達の役割だと考えています。

永井  洋 さん
　　  真澄 さん
（神奈川県出身）
三郷区

　高山村移住は夫の
職場が高山村になっ
たことがきっかけで
す。
　子育てを通して感
じていることは、通
学区域が広範囲なの
で、通学中の安全確保
等々で村営のスクー
ルバスがあればいい
なと感じています。

永井  智世 さん
（飯綱町出身）

中原区

・ワインブドウ栽培
・生ハム工房 = 生ハムつくり
　高山村への要望は一つ。
　海外に姉妹都市を持つこ
と。
　これを機に特に若い世代
には、外国、海外に目や耳、
感心を向けてもらいたい。
　そして外から日本、故郷
を見直すいい機会となれば
なお結構なことだと思う。

佐藤  明夫 さん
（中野市出身）

福井原区

　高山村に移住してきて６年目にな
ります。浅沼と申します。
　はじめは村営住宅で生活をスター
トしました。自然豊かで景観が良い
土地や暖かい村民の皆様に出会えて
居心地が良く、定住する事に決めま
した。現在は紫地区に住わせて頂い
ています。コロナ禍であり、皆様と
顔を合わせてお話をする機会が少な
い状況ですが、今後とも宜しくお願
いできればと思っております。

浅沼  邦彦 さん
　　  文 さん
紫区

・㈱ Goolight の番組制作
　“ たかやまチャンネル ” の
番組制作を通じ、18 年を超
えて村の出来事、魅力を取
材してきました。たかやま
むらは、“ たからのやまむら ”
です！これからは、村の一
員として、さらに身近な高
山村の魅力を発信していき
ます。

　今回、たくさんの方にご協力をいただき、ありが
とうございました。皆さんお仕事や、子育てなど、
人生の大事な岐路で高山村を選んで移住され、それ
ぞれに楽しまれたり、奮闘されている様子が感じら
れました。皆様の益々のご活躍を祈念申し上げます。
　まだまだ移住された方々をご紹介しきれませんで
した。これからも議会報を通して応援していきたい
と思います。� （髙井央葉）

灰谷  博史 さん
（長野市出身）

荻久保区

・矢野農園 PLUS
　神奈川県川崎市から高山村中
原地区の就農住宅へ移住しまし
た。
　りんご農家をしています。
　果実のおいしい高山村を知り、
移住することができました。少し
ずつ馴染んでいっています。
　今後もりんごの生産地として
高山の名前が残るよう頑張って
いきたいと思います。

矢野  亮二 さん
（神奈川県出身）
中原地区

・環境や暮らしに良いことを周りの
人と共有することをしています。

　景色が良くて日当たりの良い家
で子育てをしたいと６年前に今の
家に出会って高山村へ越してきま
した。高山村は、もっと行き来しや
すい様に整えることで、観光客も移
住も増えてくるように思います。ま
た、子どもの健康と明るい未来のた
めに、有機給食・地産地消に力を入
れて欲しいです。

筧  知子 さん
（長野市出身）
蕨平区

たかやまたかやまにに 移住定住移住定住 を された皆さんに聞きましたを された皆さんに聞きました
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議
会
報
の
発
行
も
議
員
任

期
の
最
後
に
な
り
ま
す
。
９

月
に
は
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議

会
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
過

去
２
年
間
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
千
曲
川
の
堤
防
決
壊
に

よ
る
大
き
な
水
災
被
害
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
医
療
崩
壊
、
経
済
の

落
ち
込
み
等
、
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
少
な
く
、
世
の
中
に
閉

塞
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
、
明
る
い
兆
し
が

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
運

営
が
う
ま
く
行
き
ま
す
よ
う

に
、
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま

す
。

　

村
民
の
皆
様
の
健
康
と
御

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ま

た
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
高
山
議

会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　
　
　
　
　
（
水
谷　

清
）
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ひ
と
美

①
生
ま
れ
は

　
（
一
夫
）
神
奈
川
県
横
浜
市

　
（
ひ
と
美
）
高
山
村
牧

②
以
前
の
お
住
ま
い
と
お
仕
事
は

　

神
奈
川
県
横
浜
市

　
（
一
夫
）
車
関
係

　
（
ひ
と
美
）
東
電
検
針

③
高
山
村
に
移
り
住
ん
だ
き
っ

か
け
は

　

以
前
か
ら
、
い
つ
か
は
、
高

山
村
に
住
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
高
山
村
の
母

が
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
仕

事
の
き
り
の
い
い
頃
を
見
計

ら
っ
て
、
夫
婦
で
、
こ
ち
ら
に

住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
今
の
お
仕
事
は

　

り
ん
ご
と
ぶ
ど
う
農
家
で
す

⑤
高
山
村
に
来
て
か
ら
の
人
の

繋
が
り
は

　

慣
れ
な
い
農
作
業
を
行
う

上
で
、
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

力
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

★★

わ
た
し
の

わ
た
し
の

声声

☆☆  
Ｕ
タ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン  

☆☆

⑥
移
住
を
考
え
て
い
る
方
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

　

都
会
の
暮
ら
し
と
は
、
１

８
０
度
変
わ
り
ま
す
が
、
美

味
し
い
空
気
を
吸
っ
て
、
綺

麗
な
景
色
を
眺
め
、
ゆ
っ
く

り
流
れ
る
時
間
と
、
自
然
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。
日
の
出
、

日
の
入
り
、
星
空
は
、
最
高

で
す
。

⑦
村
へ
の
要
望

　

長
野
県
の
高
山
村
を
も
っ

と
、
全
国
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
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